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94年 1■ 月 検討版とりまとめ
最優先項目として「経済特区開発J
を提案

93年 10月～
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94年 7月 ～

r国際生活区J『経済特区Jを めざす
新たなコンセプトのもとでの検討進行
(94年 7月 ―)

▽
95“1 シンガポールとの共同F/S着手

r社会資本研究会J提案を受けての
地域の生き残り化のためのコンセプト導入

アジアとの渡航便にシフトされた空港と
国内高速交通との結接ポテンシヤル

`アジアとの表玄関として開発計画化
(チャズ編より)

95年 9月 の対日椰
3か月ごとに。また
に向けても経済企顧

対日投資導入から1

成長を賠けた再開|

r経済特区開発」にI
、シンガポール政府
協同スタデイの準1
(94年 11月 ―〕

第1回アプロー■ 1
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`環量省 ホ‐力‐メ曹1月

。「経済特区開発J計 i
協力への意向を,

・『ニュートンサ‐カ

95年 1月 ■7日

通産省『F
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作業を推進  (94年 ―)

経済特区開発提案の検証と組み立て

『経済特区開発Jのスタデイとしての
自治体における具体的作業に着手
(94年 11月 ―)
ガ彙自蟄体  :

特磁面■に先行した実績を持つ
シンガポールとの共同F/Sを
突破口とさせる
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スタ7~イ を事務局の検討素材として  ~
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95年 9月 の対日投資会議に向けては
3か月ごとに。また。規制緩和5ケ年計画
に向けても経済企画庁へ提案・報告を行なう。

対日投資導入からの地域の経済復興・
成長を賠けた再開発

r経済特区開発Jに向けて
、シンガポール政府・民間との
協同スタデイの準備に着手
(94年 11月 ―)

第■回アプロー■ (11/28‐ lν 2)

凛10B  D「 .ILee Кu口 Tatt
ilil信省 颯壁  
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ah Bo●  Tan 大臣
環11 ホ‐力‐夭11月  Goh Chin long 月1

。「経済特区開発」計画へのF/S協力説明と
協力への意向を受諾.
。「ニュートンサ‐カス」移設への基本的合意

阪神大震災 発生 (95年11171)

11201 社会資本研究会 事務局より
神戸市笹山市長ヘ
r経済特区開発J構想を提案

▽
2171 兵庫県 貝原知事が   ・~  
「経済特区開発」構想をプレス発表
(産経新聞)

→

外務省を道じての当スタディヘの
認知と推進協力  ・

衆議院事務局 村田光平 渉外部長 扱
駐シンガポール日本全権大使

"1村

知4

当スタデイについての認知と推進へα
得る。 (95年 2月 …)

シンガポールをはじめどするア|

対日投資誘引、国際事業分業化・
WTOの標榜内容の地域への実質的なビジネス導入
ともAPECを もにらんだ先行開発場をめざして。
・̀itia Pacific Soatrity Center ′ Area"

「街・経済成長J「通貨J「防災」「快適な
生活・環境保障J「治安」「国際化支援サービス』
『人材賛成」等へのセキュリテイ支援・保障を
主テーマとする特別区の開発

『APEC高 級事務レヴェル会合J
(95年21171躙会合)において,

社会資本研究会 主要メンバーである
香田官房付が、APEC日 本代表として,
同研究会提案と一連の特区開発作業を受け、
自由化項目内に「インフラ」を導入提案.

主要案件としてぃ基準・認証、閲税手続、
規制緩和、輸争仲介。人材育成。中小企業、
エネルギー.環境 の他に rィ ンフラ整18」
を加えて検討化を進めた.

▽
FAZに頼ることのなし、実質上の
特区開発検言fへの突破口となる。

→本年11月 APEC大 阪会議に向けた
検討を進行.

λ基Fl【島校霊真亀際l分業
対日投資を含む具体的な再|

ステジ2対日投資のためのインセン.
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シンガポール政府・民間への
第 2回アプローチ  (95年 3114・
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(95年 316日 )

rイ ンフラ整備に止まることのない経|
全の突破口を見出せない林況下」0熊 1
にあって、  ｀
委員長より 同提案の復興計画への可1

奎票轟角あ縦露路男モ緯ち:告を民:
随時行なうこととする.

95年 1月 17日

署簿震I愚金Z角警轟貪F提希轟211日 )
社会資本研究会より、貿湯局輸入謀ヘ
FAZく輸入促進地域)の改革から入る
「特定地域への経済特区開発検討の場
設定Jへの正式提案 .
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1 1 : ホ長 書‐ ′ 打合 11  に

インセンテイブ項目として53項 目を ・
:新規提案するも、『地域特定(1't含む)から
入る研究作業は 貿易局 (輸入課)と して
受け入れられない」として回答あり.
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務局 村田光平 渉外部長 及び
ポール日本全権大使 川村知也氏 の、
ィについての認知と推進への協力を
95年 2月 ―)
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口を見出せない状況下J(11自 1供 鯖)

り同提案の復興針画への可能性が
との示唆を受け●|   ―・ :

つ活動協力に伴う報告を 民意として
うこととする。

当提案事務局よりの現地交渉により.
政府大臣級。政府OB。 政府系企業オーナー
よりも日本の国内地域への事業投資をも含む
F/Sと 開発への参画意向を 親書をも以って
受ける。

▽
当事務局提案の自治体 。国からの導入化

成長の過程
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地域の生活・経済復興を主テーマとする
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への開発を提案する.
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“経済特区開発コンセプト"からの 地域の経済復興化        ・
995.04

生き延び成長するための、対日投資を切リロとする「競争」 r共生J事業の開発

社会資本研究会 事務局
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開発投資を含むシンガポール政府・企業とのF/S
による経済特区開発ノウハウ。オペレーションの導入
→ “Isia Pacific Se軋 ,ity Center"へ の計画・
開発・ 運営への共同作業のためのF/Sを開始する.
1111 8  EDB ノ UR1 / STIC ′ 駆1省。1輪1僣書

長1    月1   111        大臣
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シンガポールの経済特区開発ノウハウを支え
ているグロ…パルな危機意識から始まる開発
手法を導入               ・

URA(5tIE貯)がテーマとする
“LlVing the Next LaP“ のコンセプトが
対日投資与件となり41るかを検討.
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